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“彼M を創造したのは、ロボット・デザ

インのシド・ミード、ユニット製作のエリ

ック・アラードを中心としたSFX最前線の工

キスパートたちだ。限りなく人間に近い動きを、というパダム監督

の指示に従い、特殊周波数を使3たラジオ・コントロールによる制

御システムを開発、ナンバユご・ファイブに熱い血を通わせることに

成功した。総製作費2.100万ドル。なんと、その約半分の 1 ， 100万ド

ルがこのプロセスに注かれている。

rハリウッド・テクノロジーが生み

だした映画史上の最高傑作」

“ナンバー・ファイフ"

一発の落雷が、この地上にとてつ

もない日生命"をもたらした/泣き

もすれば怒りもし、笑いもすれば歌も歌う。料理も作

ればディスコダンスも踊る。果ては夕陽の美し

さにも感動する。これか人間だったら当り

前。でも、そうじゃないとしたら……。

"彼H の名は uナンバー・ファイ

ブ九核兵器用に開発されたロボッ

トだ。だが、偶発的ともいえる

稲妻の直撃がその未来を変え

た。ショート・サーキット(回

路不良)を、プログラムを狂わ
された u彼H は彼嬢の本能に

代わって、人間そこのけの感

性を持ち始めたのだ。

機械ジャナイf生キテイル...

暴走し、街ヘ飛び出したナンパ

一・ファイブ。その彼と偶然の接近

遇を果たすのが、動物を愛してやま

ない心優しき女性ステファ三ー。ナンバ

ー・ファイブの恐るべき能力と豊かな感受性

に感嘆した彼女は次第に思いはじめる。「彼は生き

ている..::.. J と。

涙と笑いと感動と一一まったく革新的なSFアドベンチャーの登

場である。主人公のナンバー5 とステファニーとのほのぼのとした

コンタクト。ナンバー5が見せるスーパー・パワーと傑作なアクシ

ョンの数々。追跡隊との聞に展開するスペクタクルな連続バトル、

そして観るもののハートを締めつけるラストの感動のシ

ルエット。いま、かつでなく心揺さぶる u何

かH が始まろうとしている。


